
内部統制機能の充実に向けた重点項目と具体的取組み

1

・各階層別に実施している能力開発などの一般研修の中で、コンプライアンスの徹底について啓発を図る。

・個人情報の取扱いや利害関係者との関係など、業務上潜在するコンプライアンス意識の向上に向けて、各課

でのＯＪＴを推進する。

・管理職のマネジメント能力向上に向けた研修の充実を図る。

・リスクの洗出し、マニュアルやチェックシートの作成などのリスク対応策の構築に至るまでを可視化（見える化）し、

組織的にリスク管理していく仕組みを構築する。

・リスク管理が形骸化しないように、ＰＤＣＡサイクルによる運用の確立を図る。

１ 職員の意識改革

２ リスク管理の導入

階層別の一般研修 管理職のマネジメント研修各課でのＯＪＴ

職員のコンプライアンス意識の向上

リスクの洗出しとリスクの分析・評価
・業務を可視化し、リスクを洗い出す
・洗い出したリスクの影響度、リスク対応策の優先度
について分析・評価を行う

リスク対応策の整備と実践
・業務マニュアル等の整備、チェック方法の確立
・リスク対応策の実践
・リスク事案発生時の対応策の策定

Ｄ

リスク対応策の点検
・内部モニタリングの実施
・リスクに対する職員の意識改革

Ｃ業務プロセスやリスク対応策の見直し
・内部モニタリング等を踏まえ、業務マニュアルや
チェックシート等の見直しを実施

Ａ


